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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ    

 

何でも反対  
 
 人間には反抗期というものがあるそうです。今は社会人となっている

私の娘もやはりありまして、ある時期は親の言うことは何でも反対し、

それがまた可愛らしいので親は面白がって「何でも反対、何でも反対」

と節をつけてはやしていました。  
 最近の世相を見ると「○○反対」「××反対」というキャンペーンが

たくさん見られます。もちろん、それらの主張は、それぞれに大変ま

じめな、場合によっては深刻な反対理由があってのことと思いますの

で、私はこれを幼児の反抗期だとか言うつもりは全くありません。  
 問題は、反対して案件がなくなってしまえば、すべての問題が解決

するかというと、そうでもない場合が圧倒的に多いというところにあ

ります。反対されている対象は、ほとんどの場合、それをしなければ

ならないという理由があってのことでしょうから、反対してそれがな

くなってしまっても、元の問題にどう対応するのだという問題が残り

ます。よく反対を唱える人に「それでは対案があるのか」と反論する、

あの状況です。そんなことは知らないと言うことであれば、もとの問

題の不都合は倍加するばかりです。  
 それでは、対案も含めて包括的な解がなければ、「反対」と言っても

いけないかというと私はそうでは な いと思います 。「 反対」と思えば 、

その理由も含めて大いに言えばよいと思います。しかし、同時に反対

したらどうなるか、もともとの不都合をそれではどう解決したらいい

のか、反対が実現した場合と賛成が実現した場合に利益と損失は総体

としてどちらが多いか、そしてその損失の補償はどうするのか、その

ようなことについて、相手の意見にもよく耳を傾けて、皆で全体とし

てより「まし」な解は何かを見出していく努力をすべきでしょう。少

なくとも和歌山県政はそうありたいと思います。   

 

 

 

 

 

 

 

8/31 知事室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                          

＊ 最近の県政の動きや県内の話題などをピックアップしてお届けします。 
 
●アジア・オセアニア高校生フォーラム開催！                 

 
アジア・オセアニア高校生フォーラムは、県内外の高校

生とアジア・オセアニアの国や地域の高校生が、防災や環

境、観光・文化など世界共通の課題についての意見交換・

プレゼンテーション・文化紹介等を通して、自ら考え、発

信・行動することができるグローバル社会で活躍できるリ

ーダーを育成することを目的としています。 
フォーラムは、全てのプログラムが英語で行われます。 

 開催に際しては、ＡＳＥＡＮのシンクタンクである、ＥＲ

ＩＡ（東アジア・ＡＳＥＡＮ経済研究センター）の助成を得

ており、２回目となる本年は、７月３０日から８月３日まで

の日程で開催しました。 
 今回は、中国や韓国、インドやオーストラリアなど、アジ

ア・オセアニア地域の２０の国と地域から高校生が一人ずつ

と、県内の公立私立１２校から２５人、県外から千葉や神奈

川など５校からも一人ずつ参加しました。  
 海外からの参加者は、県庁でオリエンテーションを行い、

その後、県内の高校生宅にホームステイして交流を深めまし

た。２日目は、和歌山県世界遺産研修ツアーとして県内外の

高校生も加わり高野山を訪れました。参加者達はすぐに打ち

解け英語での会話を楽しんでいました。 
 県民文化会館において行われた開会式は、参加者たちが制

服や民族衣装を着て壇上に上がるなど趣向を凝らしたもの

で、仁坂知事、ＥＲＩＡの西村英俊事務総長からの挨拶のあ

と、各国・地域の紹介が行われ客席から大きな拍手が送られ

ました。 
 式典後は、防災、環境、観光・文化、情報、国際問題の５テーマにわかれて分科会が行

われ、各分科会ともチェアパーソンを中心に議論を深め、問題提起と解決への提案発表等

が行われました。 
また、ダイワロイネットホテルで開催した知事主催の歓迎レセプションでは、皆さんリ

ラックスした表情となり、参加者同士がさらに交流を深められました。 
 最終日には、海外参加者が県立星林高校を訪れ、同校生徒と一緒に、茶道や邦楽など実

際の部活動を体験したり、市内企業への社会見学を行うなど楽しく過ごしました。参加者

から、「貴重な経験となった。」「海外にも友だちができて非常にうれしい。」「また是

非参加したい」といった声が多く寄せられ、非常に有意義なフォーラムとなりました。 
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●多言語電話通訳・簡易翻訳サービスを開始！                  
 
 昨年、本県の外国人宿泊客は４２８千人と史上最高を記録するなど、海外からの観光客

が非常に多くなっています。 
こうした中、訪問される外国人観光客の利便性・満足度の向上のためには、あらゆる場

面で障害となる言葉の壁を解消することが必須です。 
しかし、コミュニケーション不足により、お客様のニーズを汲み取ることができず、満

足させる対応がとれないことを恐れて、外国人観光客の受け入れに踏み出せない県内事業

者もあります。  
そういう不安が、少しでも解消されるよう、「多言語電話通話・簡易翻訳サービス」を

開始しました。県が民間事業者と契約し、利用を希望する県内事業者には年間２，０００

円の負担金をいただくことで、電話を介しての通訳や簡易翻訳を受けられるというもので

す。 
 例えば、宿泊施設のフロントに外国人観光客が訪

れ、スタッフが言語対応できない場合には、通訳の事

業者に電話をし、電話を介した三角通訳のようなこと

で互いの意思疎通を図るというものです。 
 また、メニューや店内案内表示の作成などに使え

る、簡易翻訳サービスもあります。 
当サービスを展開することで、受入環境の向上につ

なげ、県内を訪問された外国人観光客の満足度が高ま

り、一度ならず、二度三度と来県していただけると期待しています。 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●経済産業省の「IoT 推進ラボ」に選定されました！！                 

 
 「ＩｏＴ」という言葉があります。「Internet of Things」の略で、よく「モノのインター

ネット」と訳されます。パソコンやスマートフォンなどの情報通信機器に限らず、すべて

の「モノ」がインターネットにつながることで、様々な情報が集まり蓄えられます。この

膨大なデータを、経済活動や問題解決に利活用しようというものです。 
国においては、ＩｏＴの利活用に向け、産官学連携により「ＩｏＴ推進ラボ」が設立さ

れ、個別のプロジェクトを発掘・選定し、企業連携・資金・規制の面から徹底的に支援す

るとともに、実際に社会で展開するための規制改革や制度整備等の環境整備が行われてい

ます。 
 こうした取組を地方に広げるため、経済産業省が募集を行った「（地方版）ＩｏＴ推進

ラボ」に本県が選定されました。これは、国が地域でのＩｏＴプロジェクト創出のための

取組を選定するもので、選定を受けると、専門家の派遣等の支援が得られます。 
これまで県では、ＩＴ高度化コーディネーターをわかやま産業振興財団に配置したり、

工業技術センターが中心となり３Ｄプリンター・ＣＡＤ利用促進のための講習会を行って

きました。さらに、県内のＩｏＴシステム提供事業者の振興策として資金補助制度「先駆

的産業技術研究開発支援事業」の支援対象分野に「ＩＴ・ソフトウェア・通信技術分野」

を追加しました。こういった取り組み姿勢が評価され、選定に至ったものと思います。 
今後は、セミナーの開催やコーディネーターの活動を通じて、ＩｏＴへの知見の向上を

図るとともに、県内の農業事業者や複数の工場を有する素材製造事業者などのＩｏＴ導入

を積極的に推進します。 
 

●中国での商標「紀州伊始」・「紀州」出願に対する商標無効が確定               

 
 以前から中国では、中国企業などから出願された「日本の地名と同名の商標」が商標登

録され、その商標を付けた粗悪品が販売されることで地域ブランドのイメージが損なわれ

たり、日本企業が地名を冠した商品を中国で販売する際に足かせとなる等の問題が発生し

ています。 
 本県は、このような問題への対策として、中国・台湾・香港において、県全域に関わる

「和歌山」・「紀州」の商標監視を行い、該当する商標出願が判明した場合には関係団体

と協議の上、異議申立等の対応をとっています。最近では、中国において出願を確認した

「紀州」（平成 24 年）と「紀州伊始」（平成 26 年）について、中国商標局に対して和歌

山県が申立人となり異議申立を行っていました。 
この７月、ようやくこの２件の決着をみることができました。昨年中に和歌山県の訴え

が中国当局に認められていたのですが、中国側の出願者からの不服申立が行われなかった

ことから、当商標の無効が確定しました。 
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 このようなケースは、今後も起こりうると考えられますので、引き続き中国等での「和

歌山」・「紀州」についての商標の監視を継続し、関連団体と連携しながら地域ブランド

を守っていきます。 
（１）「紀州」 【玩具、遊戯用具及び運動用具（へら竿）】 

商標申請者：中国企業 異議申立人：和歌山県 
 

（２）「紀州伊始」【アルコール飲料（ビール以外）】 
商標申請者：中国企業 異議申立人：和歌山県 

 

●「和み わかやまっぷ with スタンプラリー」発行！                
 
 昨年の国体開催で来県されるお客様に、お食事処やお土産処、

温泉・入浴施設などを紹介した冊子「和みわかやまっぷ」を配布

し、大変好評を得ました。 
 また、県と市町村、観光協会・旅館組合、交通事業者などで構

成する「和みわかやまキャンペーン推進協議会」では、観光客の

皆さまに楽しく県内を周遊いただけるよう、観光施設や道の駅な

どを巡るスタンプラリー「和みわかやま・まるごとスタンプラリ

ー」を実施していました。 
 このたび、これら２つの企画を１つにまとめ、「和みわかやま

っぷ with スタンプラリー」として刷新しました。 
県内のお食事処やお土産処、温泉・入浴施設など１９５店の情報を写真入りで紹介する

とともに、各店舗のバリアフリー情報や地

域のトイレ情報などのお役立ち情報も満載

です。 
全店舗で使えるお得なクーポンもついて

おり、スタンプラリーについても掲載全店

舗が対象で、冊子裏面の台紙にスタンプを

集めて応募すると、抽選で県産品が当たり

ます。 
冊子は、県内道の駅、観光協会（案内所）、

宿泊施設、掲載店舗などで配布しています。 
また、和歌山県観光連盟ホームページにも掲載しており、専用サイト「和みわかやまっ

ぷ」では、冊子に掲載の１９５店舗について、地域・ジャンル、店名による情報検索も可

能です。 
この機会に、冊子をお供に、楽しくお得に県内を巡ってみませんか？ 
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今後も、お越しいただいた観光客の方々へのおもてなし向上のために、様々な施策を進

めてまいります。 
 

○発行部数 １０万部（Ａ４サイズ・４４ ページ） 
○実施期間（クーポン・スタンプラリー） 

平成２８年８月１９日（金）～平成２９年２月２８日（火） 
 

○関連ホームページ 

  http://www.wakayama-kanko.or.jp/information/2016/08/19/1740/ 

http://www.wakayama-kanko.or.jp/wakayamap/ 

 

●２０１６年モンド・セレクション受賞事業者が受賞報告                       
 

８月２４日に｢モンド・セレクション｣を受賞し

た県内事業者の方々が、受賞報告のため仁坂知事

を訪問しました。 
モンド・セレクションは、１９６１年に創設以

来、世界各国から出品される消費生活製品を厳し

い基準で審査し、品質に応じ、最高金賞、金賞、

銀賞、銅賞などを授与しており、各優秀品質は世

界的に高く評価されているところです。 
例年県内事業者も数多く受賞し、今回は醤油、お酒やお菓子など１３社２９商品が世界

的に高い評価を受けました。とりわけ、田端酒造株式会社の｢羅生門 龍寿｣は２８年連続の

最高金賞受賞と、今年も世界最高記録を更新しました。 
仁坂知事は、｢モンド・セレクション受賞おめでとうございます。この受賞を機に一層販

売促進、販路の開拓にご活躍ください。｣とお祝いの言葉を述べ、受賞者の田端酒造 株式

会社は、｢３０年連続受賞をめざして参ります。｣、中野ＢＣ株式会社は「伝統を守りなが

ら、海外での更なる販路拡大に向けて取り組んで参ります。｣と話されました。 
皆さんも、是非、受賞賞品をお買い求めのうえ、味わってみてください。 
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●「和歌山県生鮮食品生産衛生管理システム認証制度」の養殖クロマグロ区分に株式会社串本マリンファームを認証               

 
 皆さん、ＨＡＣＣＰをご存じですか。Hazard Analysis and 
Critical Point の略称で、危害分析重要管理点と訳されます。これ

は、食品の安全性を出荷時の抜き取り検査で確認するのではな

く、一連の作業工程において製造工程ごとに危害を予測・分析

し、危害を排除または許容できるレベルにまで提言するための

工程（重要管理点：CCP）を重点的に管理し、その管理内容を

記録することにより、安全性を確保しようとする衛生管理手法

です。 

2016年モンド・セレクション受賞事業者及び商品・内容(13社29商品）

事業者名 受賞商品 受賞内容

1 株式会社アセロラフーズ アセロラ黒酢 最高金賞（8年連続）

みかんしぼり 最高金賞（8年連続）

はっさくしぼり 最高金賞

不知火しぼり 金賞

きよみしぼり 金賞

ピュアフルーツ寒天ジュレみかん 銀賞

3 (有)雲水 雲水　釣鐘まんじゅう 金賞（10年連続）

デザート梅の夢 最高金賞（9年連続）

4 デザート梅の夢　150ｇ 金賞

デザート梅の夢　230g 金賞

霊峰高野山大師の水　500ml 最高金賞（10年連続）

霊峰高野山大師の水　2L 最高金賞

6 田端酒造（株） 羅生門　龍寿　純米大吟醸 最高金賞（28年連続）

大吟醸「紀伊国屋文左衛門」黒 最高金賞（5年連続）

純米吟醸「紀伊国屋文左衛門」 金賞（3年連続）

紀州梅酒　紅南高 金賞

「梅真珠」紀州の赤本 金賞（3年連続）

那智黒米寿 最高金賞（10年連続)

梅黒酢 最高金賞

柚子羊羹 金賞（10年連続）

本煉羊羹 金賞（9年連続）

10 湯浅醤油（有） 湯浅醤油　生一本黒豆 最高金賞（11年連続）

11 （株）南紀白浜富田の水 南紀白浜富田の水　1.3L 最高金賞（15年連続）

12 高野特産ごまとうふ 金賞（10年連続）

開創ごまとうふ 金賞

ナチュラルミネラルウォーター　美人湧泉　500ml 金賞（５年連続)

ナチュラルミネラルウォーター　美人湧泉　2L 金賞（５年連続)

ナチュラルミネラルウォーター　美人湧泉　Royal　500ml 金賞（４年連続)

ナチュラルミネラルウォーター　美人湧泉　Royal　2L 金賞（４年連続)

13 株式会社　山本進重郎商店

（株）角濱総本舗 

7 中野ＢＣ株式会社

9 (有)紅葉屋本舗

8 合名会社　丸正酢醸造元

5 サカイキャニング株式会社

2 （株）伊藤農園

（株）紅梅園
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本県では、「食の安全・安心わかやま」を掲げ、食

品の生産段階から、製造・加工、そして、流通・販売

に至るフードチェーンの全ての過程に、ＨＡＣＣＰの

考え方に基づく衛生管理を普及させるために、ＨＡＣ

ＣＰに取り組む事業者を認証・認定する制度を設けて

います。 
このたび、生鮮食品生産衛生管理システム認証制度

の養殖クロマグロ区分において、株式会社串本マリンファームを認証しました。８月２４

日には、所長の篠原孝司さんほか２名の方に出席していただき、県庁において認証書の交

付式を執り行いました。交付後の歓談の中で篠原所長は、「“マグロといえば和歌山”と

言われるようにがんばりたい。」と話されました。 
なお、養殖クロマグロ区分は平成２７年度に新たに設けた区分であり、株式会社串本マ

リンファームが認証第１号となります。 
生鮮食品生産衛生管理システム認証制度の概要などは、「食の安全・安心わかやま」ホ

ームページに掲載しています。 
 
 

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031600/ 
 

●あいサポート運動キックオフセレモニーを開催しました！               

 
 先月号でもお知らせしましたが、和歌山県は、障害の有無に

かかわらず、全ての人が住みやすい社会（共生社会）の実現を

目指すことを目的として、あいサポート運動に取り組みます。 
 あいサポート運動とは、様々な障害の特性や、障害のある人

が困っていること、障害のある人の必要な配慮などを理解して、

障害のある人に対してちょっとした手助けや配慮などを実践することで、障害のある人が

暮らしやすい社会をつくっていくことを目的と

する運動です。 
 この運動に取り組むにあたり、あいサポート運

動発祥県である鳥取県と協定を締結するため、８

月３１日、平井鳥取県知事に来県いただき、締結

式を兼ねたキックオフセレモニーを開催いたし

ました。 
式典では、協定書に両県知事が署名を行い、仁

坂知事が「和歌山県は、障害のある人もない人も助け合いながら暮らしていける県になり 
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たいと思っている。あいサポート運動の話を聞いて共鳴し、ぜひ仲間に入れてほしいとお

願いした。」とあいさつしました。その後、平井知事から鳥取県におけるあいサポート運

動の取組についてお話をいただきました。 
 今回のセレモニーでは、式典開始前に「あいサポート研修」（DVD 視聴等)を行い、引き

続きセレモニーに参加いただいた方を「あいサポーター」として認定し、「あいサポート

バッジ」をお配りしました。 
 今後、「あいサポーター」の養成や「あいサポート企業・団体」の認定など、より多く

の方々にご協力いただくための取組を展開してまいります。 
なお、この“あいサポート運動”は、平成２１年１１月に鳥取県でスタートし、本県の

他には、現在７県(鳥取県、島根県、広島県、長野県、奈良県、山口県、岡山県）が参画し

ています。 

 
●アジア最大級の国際総合食品見本市「香港 FOODEXPO 2016」に和歌山県ブースを出展！               

 
 和歌山県は、平成２５年７月に香港貿易発展局

と都道府県としては初めてとなる経済協力促進を

目的とした MOU（覚書）の締結を行い、その後、

香港との経済交流活性化に向けた取り組みを進め

ています。 
その取り組みの一環として、今年もアジア最大

級の国際総合食品見本市「香港 FOOD EXPO」に、

和歌山県ブースを出展しました。 
今年は、８月１１日から１３日の３日間、ジェ

トロが設置する「ジャパンパビリオン」内に和歌

山県ブースを設置し、県産品の販路開拓・拡大を

目指し展示・商談・広報活動を行うとともに、観

光パンフレットを用いて観光ＰＲ活動も行いま

した。 
今後も、ジェトロや香港貿易発展局と連携し

て、安全・安心で健康的な「おいしい！健康わか

やま」産品の販路開拓・拡大を目指します。 
 
出展企業：（株）伊藤農園（100%ピュアジュース 等） 

（株）オカザキ紀芳庵（白桃ジュエリー 等） 
（株）角長（醤油 等） 
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（株）恋野マッシュルーム（マッシュルーム） 
（有）セレネ（炭スイーツ 等） 
梅光園ワールド商会(株)（ドレッシング 等） 

（有）深見梅店（有機梅干し 等） 
 

●汐留シオサイトに「プレミア和歌山紀州館」を出展しました！               

 
 県では、安全・安心を基本に、幅広い分野で優

れた県産品を“和歌山らしさ”、“和歌山ならで

は”の視点で推奨する「和歌山県優良県産品（プ

レミア和歌山）推奨制度」を制定し、全国に発信

しています。 
この度、首都圏でのより一層の認知度の向上と

販売促進を目的に、８月１日（月）～８月２３日

（火）の間、汐留シオサイトに認定品を取り揃えた展示・販売ブース「プレミア和歌山紀

州館」を初めて設置しました。 
ブースでは認定品の展示・販売のほか、キッチンカー２台での試食・試飲の提供や認定

品をアレンジしたオリジナルかき氷の販売などを行い、プレミア和歌山をＰＲしました。 
本場南高梅の梅干しの試食やオリジナルスイーツの購入で長蛇の列ができるなど、連日

多くの人で賑わう中、「とてもおいしい」、「懐かしい味」、「観光で行ったことがある」

といった声も数多く寄せられました。 
 今後、現場で頂いたお客様の生の声や販売結果などを出品者に還元し、販売方策の検討

やバイヤーとの商談等に活かしてもらうことで、認定品のさらなる販売促進を図ります。 
プレミア和歌山認定品はふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）のお礼の品としても、

好評を得ております。 
 

・物販商品等 
商品数：７３点 
出品者：２６社 
商品内容：梅干・梅加工品、日本酒、果実酒、梅酒、

みかんジュース、みかんゼリー、じゃばら

加工品、菓子、酢、まぐろ加工品、くじら

加工品 等 
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●中西金属工業株式会社｢企業の森｣に係る協定の調印式を行いました                     

 
 ｢企業の森｣は、企業や労働組合などの方々に社会・環境貢献活動の一環として、荒廃し

た森林などの保全に様々なかたちで取り組んでいただく事業です。 
 また、森林環境の保全だけではなく、活動地域での交流や観光を併せて実施するなど、

県、市町村、地域で様々なサポートを行い、活動に取り組んでいただいています。 
このたび新たに、中西金属工業株式会社がこの制度を利用して、田辺市で森林保全活動

を行うこととなりました。森林保全活動の内容は、３.２ha の山で植栽や下刈りなどを行い、

「ＮＫＣグループ悠久の森」として後１０年間にわたり管理していきます。 
 同社はベアリング関連部品、コンベア･システムなど、それぞれの市場で世界トップクラ

スの製品を数多く持つ企業です。 
８月２４日、知事室において、中西金属工業株式会社代表取締役 中西竜雄氏、真砂田

辺市長に出席いただき、土地所有者などが立ち会いのもと協定の調印式を執り行いました。 
今回の中西金属工業株式会社の参画により、「企業の森」の参画数団体は７３企業・団

体、活動地は７８箇所となります。 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の手続が便利に!!                   

 

平成２８年９月１日から、ふるさと納税

総合サイト「ふるさとチョイス」

（http://www.furusato-tax.jp/）で寄附の

申込みが行えるようになりました。 

さらに、クレジットカードによる寄附の

場合は、申込みとクレジットカード決済の

手続きが「ふるさとチョイス」のサイト上

で同時に行えます。 

ふるさと和歌山応援寄附は、｢ふる

さと和歌山を大切にしたい｣、｢和歌山

を応援したい｣という思いを具体化す

るための制度です。お陰をもちまし

て、これまで、皆さんから多額の御寄

附と力強い応援メッセージを数多く

いただいております。 

今後も、より多くの方の思いに応え

られるよう、和歌山ならではの事業や

特色ある事業などの活用メニューは

もとより、ご好評いただいております

お礼の品の充実に努めてまいります。 

なお、お礼の品は、１万円以上の御寄附をいただいた方に、プレミア和歌山の事業者か

ら特別価格で御提供いただいた梅干しや菓子類、飲料など、３８品目の中から２品をお選

びいただき、お送りしています。 

お礼の品の中には市場価格が５千円を超えるものもありますので、例えば、１万円の御

寄附をいただいた場合、寄

附額の１万円を超える商

品を選ぶことができます。

加えて、所得税と住民税と

で合計８千円の寄附金控

除を受けることができま

すので、大変お得にふるさ

と和歌山を味わっていただくことができます。 

是非この機会にふるさと和歌山応援寄附により、和歌山県が誇る優良産品(プレミア和歌

山)を御堪能いただくとともに、引き続き和歌山県を応援してくださいますよう、よろしく

お願いします。  

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 
 

２品お選びいただけます！ 
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－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問い合わせ・申込窓口★ ☆お問い合わせ窓口☆ 
〒640-8585 〒102-0093 
 和歌山市小松原通一丁目１番地 東京都千代田区平河町2-6-3 

総務部総務管理局税務課 都道府県会館12階 
担当 工藤、嶋村、岡田 和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通) 担当 宮脇 
FAX  073-423-1192 電話 03-5212-9057 

E-mail:furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(９月１１日～１０月１０日) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

9/11 
高野龍神スカイウルトラ

マラソン 
高野龍神スカイライン 

大会ｴﾝﾄﾘｰｾﾝﾀｰ（JTB ｽﾎﾟｰ

ﾂｽﾃｰｼｮﾝ内） 

06-6267-5163 

9/17 空の日フェスタ２０１６ 白浜町・南紀白浜空港 
南紀白浜空港管理事務所     

0739-42-2348 

9/17 

9/18 
勝浦八幡神社大祭 那智勝浦町・勝浦八幡神社 那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311  

9/16 

9/17 
高芝の獅子舞 那智勝浦町下里 那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 

9/18 
三輪崎八幡神社例大祭 

(鯨踊り) 
新宮市・三輪崎八幡神社 新宮市商工観光課 

0735-23-3333 

9/27.30 

10/1 
弁慶まつり 田辺市・闘鶏神社ほか 弁慶まつり実行委員会 

0739-22-5064 

10/1 よみさし祭 岩出市・大宮神社 大宮神社 

0736-62-2433 

10/2 印南祭 印南町・印南漁港ほか 印南町観光協会 

0738-42-1737 

10/4 

10/5 
御坊祭 御坊市・小竹八幡神社 小竹八幡神社 

0738-22-0089 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空の日」とは、我が国の航空活動が、

明治４３年（１９１０）に東京代々木

練兵場において、徳川・日野両大尉が

アンリ・フェルマン機を使用して初飛

行に成功したことに始まります。 
南紀白浜空港においても平成４年よ

り、広く県民の方々に航空に対する理

解と関心を深めて頂くため、白浜町長

を実行委員長とする南紀白浜空港「空

の日」記念事業実行委員会により毎年

イベントを実施しています。 
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自然・風物情報(９月中旬～１０月上旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

9 月中旬 イセエビ漁解禁 串本町・下田原漁港 和歌山東漁協下田原支所 

0735-74-0131 

9 月中旬 くり拾い かつらぎ町・観光農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

9 月中旬 
極早生温州みかん出荷 

始まる 

有田市 ＪＡありだ 

0737-53-2311 

田辺市 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

9 月下旬 彼岸花が開花 県内各所  

 

9 月下旬 ハギ見ごろ 
和歌山市・四季の郷公園 四季の郷公園 

073-478-0070 

本宮町湯峰 旅館あづまや 

0735-42-0012 

9 月下旬 一面秋色のススキ 紀美野町、有田川町・ 
生石高原 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

10 月上旬 ｢落ちアユ｣漁解禁 県内各河川 県内水面漁協連合会 

0736-66-0477 

10 月上旬 
キイジョウロウホトトギス

見ごろ 

那智勝浦町・ 
熊野那智大社 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

すさみ町佐本地区 すさみ町キイジョウロウホトトギス

生産組合 0739-57-0453 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「キイジョウロウホトトギス」は、つやや

かで鈴の形のような黄色の花をつけ「山里

の貴婦人」とも呼ばれ優雅に咲きます。 

 名前の由来は、紀伊（キイ）は紀伊半島。

上臈（ジョウロウ）とは江戸幕府大奥の職

名で優雅な貴婦人という意味からこの名

がつきました。 

 毎年９月下旬から１０月中旬にかけて見

頃です。 
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～編集後記～ 

 

暑い日が続いておりますが、皆様、お変わりございませんでしょうか。 

 

８月中頃から日本近海で台風が多数発生し、例年とは異なるルートで上陸しました。 

迷走を続けた台風１０号も非常に大きな維持したまま本州に上陸し、河川決壊や土砂

災害など、岩手県や北海道を中心に甚大な被害に見舞われました。 

本県も、５年前に紀伊半島大水害という非常に辛く悲しい経験しましたが、改めて自

然災害の恐ろしさを痛感させられました。 

今回の台風で被害に遭われた皆さまに心からお見舞い申し上げますとともに、1 日も

早い復旧・復興をお祈り申し上げます。 

 

さて、先月大きな盛り上がりのうちに閉会しましたが、リオデジャネイロ・オリンピ

ックでの日本選手団の活躍は素晴らしいものでした。終わってみれば、メダル総数４１

個と史上最多の獲得となりました。時差の関係で、夜中から朝方にかけて競技が行われ

ていましたので、私も眠い目をこすりながら日本選手の応援をしました。 

 和歌山ゆかりの選手もがんばってくれました。特に体操の田中祐典選手は、見事な演

技により団体金メダル獲得に大きく貢献されました。また、女子柔道 78 ㎏超級の山部佳

苗選手も、銅メダルを獲得しました。 

９月８日からはパラリンピックが開催されます。オリンピック同様に、日本選手の活

躍を楽しみに応援したいと思います。中でも、パラリンピック４大会連続して水泳競技

に出場される本県出身の中村智太郎選手の活躍を大いに期待しています。 

 

朝晩、少しずつ過ごしやすくなってきていますが、まだまだ日中は暑い日が続きます。

どうか体調管理にお気をつけいただき、元気にお過ごしください。 

 

  知事室秘書課長  中村 一人 
 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 
 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2016 年（平成 28 年）９月 NO.１０１ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 

     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 

                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


